
令和２年２月 25 日 

（件  名） 

コミ協懇話会の実施について（報告） 

（地域支援課市民協働係） 

１ 趣  旨 

  平成 21 年度に全地区のコミュニティ協議会が設立され、各地区で１％交付金を活用

して、様々な活動が行われている。各地区で特色ある活動が行われている一方で、参

加者の減少、担い手不足、マンネリ化等、様々な課題が生じてきている。 

  さらに、今年度はコロナ禍もあり、例年どおりの活動ができない状況であった。今

年度のコミ協懇話会は、このような状況下でも活動を実施した事例を軸に、各地区で

情報交換を行った。 

 

２ 内  容 

  日 時：令和３年１月 29 日（金）午後１時 30 分～午後３時 

  場 所：菊川市役所東館プラザきくる３階会議室 

  参加人数：10 協議会 22 名（１協議会欠席） 

  テ ー マ：コロナ禍におけるコミ協活動と情報交換会 

  会議形式：①４団体による事例発表（詳細別紙） 

②事例発表で出た質疑を中心に、全体で意見交換を実施 

 

３ 主な意見（アンケート回答から抜粋） 

分  類 内  容 

他地区の状況について 

・他地区の様子が聞けてよかった。 

・それぞれコロナ禍で工夫していることがわかった。 

・他地区の具体的な活動内容を聞けた。 

今年度の活動について 

・３密を回避した活動を知ることができた。 

・「こども昆虫展」のような新しい活動が必要と思った。 

・子どもたちが参加しやすいコミュニティイベント活動を

していることが印象に残った。 

・リモートを利用した活動もありと感じた。 

・地区内会員の方に紹介したいと思った。 

役員の決め方について 

・担い手不足に対する工夫が聞けた。 

・イベントをチャンスに会員を増員することが必要。 

・自治会との連携についてもう少し考えたい。 

・コミ協の役割分担について考えさせられた。 

 

４ 総  括 

  コロナ禍の中、新しい生活様式に対応した活動事例を各コミュニティ協議会に共有

できた点に一定の成果があったと感じている。 

  今回、聞いた事例や対策方法を、令和３年度のコミュニティ協議会活動に、活かし

ていただきたい。 





コロナ禍におけるコミ協活動 事例発表 

活動名 第３７回横地地区センターまつり（展示・発表会）令和２.11.8 

団体名 横地コミュニティ協議会 

活動概要 

*例年と異なり、コロナ禍の中、規模縮小にて開催することを部会・ 

委員会に確認し実施することに踏み切った（横地ｺﾐｭﾆﾃｨ協議会会合）          

*横地地区センターまつりには欠かせない小笠高校吹奏楽部・草花部

に出演依頼をまずは確認し快く承諾を頂いたので、次の準備に取り

掛かった。 

*地域住民との関わりを繋げるためにも例年実施している民生児童

委員主催のバザー（横地っ子バザー）を開催することを決定した。 

開催するにあたり各家庭に提供品依頼の案内を回覧した。 

*本来であれば各活動委員会に模擬店を企画して賑わいを演出する

ところ中止し、各委員会の次期代表者に来年度の開催の雰囲気を掴

んで貰うためお手伝いを依頼した。 

 

前年度と

の変更点 

*センター入口で健康づくり推進委員に住民来場者の検温を実施し、

受付で来場者 LIST に記入を頂いた。（消毒液は各所に設置） 

*小笠高校吹奏楽部に吹奏楽専用マスクを用意して頂き出演を依頼

した。 

所 感 

*小笠高校吹奏楽部の演奏を聴きに、地域の皆さんはこの時間を楽し

みに集まり、また、横地の各家庭に演奏曲が響き渡りセンターまつり

の始まりを知らせます。 

*草花部の生徒さんは毎年５～6 人の参加ですが、今年は先生を含め

13 名の参加を頂きました。現在‘きくる’等で開催されている高校

生のイベントは横地のセンターまつりが発祥の原点です。 

*毎年、ふれあい農園で収穫したサツマイモを焼芋として販売してい

ましたが、今年はサツマイモ募金に切り替‘社協’に提供しました。 

*コロナ禍の中では有りましたが、開催した意義が有ったと思い、 

やはり若い高校生のパワーは地域住民に希望を与え、参加された 

高校生にも良き思い出となったのでは・・・と思います。          

 







コロナ禍におけるコミ協活動 事例発表 

活動名 みなみやま会館まつり 

団体名 みなみやまコミュニティ協議会 

活動概要 

新型コロナウイルス感染症拡大により、イベントの中止や地域交流が滞り、

地域が暗く沈んでいる。感染が拡大する中、会館まつりの中止も考えたが、

地域に明るい話題と交流の場、子どもたちの作品発表の場を提供したいと検

討を重ね、対策を講じて今できる限りの規模の会館まつりを開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   〈展示会場〉          〈お菓子すくい〉 

前年度と

の変更点 

例年会館の内外でステージ発表、そば振舞い、餅まき、模擬店、ふわふわ、

作品展示等、来場者・ｽﾀｯﾌ計約 2,000 名で開催しているが、本年は感染症に

配慮し、来場者の把握、館内の入場制限人数(60 名)、ｽﾀｯﾌの削減を念頭に 2

日に分け、館内だけで作品展示、お菓子すくいをメインに開催した。 

来場者数：11/2 200 名、11/3 300 名 ｽﾀｯﾌ 25 名(2 日間) 

特に注意

したこと 

事前：各戸配布チラシに感染予防協力依頼・体調ﾁｪｯｸｼｰﾄ(当日持参)を掲載 

受付：体温ﾁｪｯｸ、体調ﾁｪｯｸｼｰﾄ(氏名、連絡先)の確認、入口・出口を分ける、 

ﾏｽｸ着用・手指消毒の徹底、入場者数制限(60 名)、 

館内：密集・密接を避けるため、①整理券(60 名)配布、②作品鑑賞順路を一

方通行、③2ｍ間隔に足形ﾏｰｸの貼り付け、④ｽﾀｯﾌの巡回 

ｽﾀｯﾌ：体調ﾁｪｯｸ、手指消毒(随時)、手袋・ﾏｽｸの着用、使用物の消毒 

所 感 

・館内の作品展示に限ったことで例年以上に作品が集まり、また会場を広く

使え、ゆとりを持った展示ができた。 

・新企画のﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ、お菓子すくいが好評だった。 

・コロナ禍でイベントの中止が続く中、開催に制限が多かったが、今年度初

めての地域交流の場ができた。 

・来場者が予想以上に多く、地域が交流の場を求めていることを実感した。 

・中日、静岡両新聞に掲載されたことで地域の明るい話題となった。 

・事前に体調チェックリストを各戸配布したことで、受付がスムーズに  

流れ、来場者を確実に把握することができた。 

・感染の確認も事故もなく、盛大に開催できたことに南地区自治会長会  

はじめ、関係各位に感謝いたします。 


